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ワ
ン
・
チ
ー
ム

「
一
人
が
一
人
を
拡
大
し

よ
う
」
。
1
9
5
9
年
9
月

6
日
、
東
京
土
建
練
馬
支
部

の
結
成
大
会
で
出
席
者
が
こ

う
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。
組

合
員
を
増
や
す
「
拡
大
運

動
」
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
、
当
初
1
0
8
人
だ

っ
た
仲
間
が
今
で
は
5
8
3

8
人
（
2
0
2
6
年
9
月
1

日
現
在
）
に
。
区
内
最
大
の

労
働
組
合
に
発
展
し
ま
し

た
。秋

の
拡
大
月
間
（
10
月
30

日
ま
で
）
が
開
幕
。
月
間
の

支
部
目
標
は
2
0
9
人
で

す
。
現
在
、
練
馬
支
部
会
館

の
随
所
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
・
チ
ー
ム
）
で

組
織
を
強
く
、
大
き
く
」
と

掲
示
。
秋
の
月
間
の
意
気
込

み
を
示
し
て
い
ま
す
。

求
む
後
継
者
層

8
月
27
日
に
小
番
徹
・
本

部
専
従
常
任
待
遇
を
迎
え
て

「
役
員
学
習
＆
支
部
出
陣
式
」

を
開
き
、
支
部
と
分
会
の
役

員
ら
で
組
織
拡
大
と
強
化
の

意
義
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
9

月
は
「
仲
間
づ

く
り
・
人
づ
く

り
」
を
重
点
に

置
き
、
中
で
も

後
継
者
世
代

（
50
歳
未
満
）

の
発
掘
に
力
を

入
れ
よ
う
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
ん
だ
り
、

秋
の
大
イ
ベ
ン

ト
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
）

交
流
会
「
チ
キ

ン
で
イ
ケ
イ
ケ

！
池
袋
！
」や
、

そ
の
後
の
後
継

者
世
代
限
定

「
池
袋
カ
ラ
オ

ケ
二
次
会
」（
い

ず
れ
も
10
月
4

日
開
催
）
に
呼
び
込
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
旭

町
光
が
丘
分
会
の
役
員
は
拡

大
行
動
中
、
群
会
議
を
欠
席

し
が
ち
の
仲
間
と
対
話
。
改

め
て
各
種
活
動
の
理
解
を
深

め
、
空
席
だ
っ
た
後
継
者
対

策
部
長
を
引
き
受
け
て
く
れ

ま
し
た
。

歴
史
的
転
換
点

他
の
分
会
も
こ
の
月
間
、

い
や
、
夏
の
日
常
拡
大
（
6

〜
8
月
）
、
い
や
い
や
、
そ

の
前
か
ら
組
合
総
合
共
済
や

東
京
土
建
国
保
、
労
災
な
ど

の
�
メ
リ
ッ
ト
�
を
伝
え
て

お
り
、
加
入
の
相
談
や
申
し

込
み
の
連
絡
が
支
部
事
務
所

に
続
々
と
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
制
度
は
紛
れ
も
な

く
東
京
土
建
の
�
強
み
�
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
年
、
集
会
や
署

名
な
ど
の
活
動
に
参
加
し
た

仲
間
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。「
や
は
り�
数

（
組
合
員
）
�
。
少
な
け
れ

ば
議
員
や
行
政
の
担
当
者
ら

は
相
手
に
し
て
く
れ
な

い
」
。
先
日
、
私
た
ち
は
こ

の
言
葉
の
意
味
を
か
み
締
め

る
�
歴
史
的
転
換
点
�
に
立

ち
会
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
四
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
区
に
制
定
を
求
め
て

き
た
公
契
約
条
例
を
巡
り
、

吉
田
健
一
区
長
が
9
月
3
日

の
区
議
会
で
「
検
討
を
進
め

る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
よ

う
や
く
私
た
ち
の
�
悲
願
�

が
実
り
そ
う
で
す
。
（
関
連

記
事
2
面
）

加
入
の
秘
策
？

1
人
で
は
ど
う
し
て
も
考

え
、
動
く
こ
と
に
限
界
が
。

こ
れ
が
2
人
な
ら
、
3
人
な

ら
…
。
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
未

加
入
者
の
大
半
は
�
メ
リ
ッ

ト
�
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

の
実
現
に
向
け
、
も
っ
と
も

っ
と
仲
間
が
必
要
で
す
。
秋

の
月
間
最
終
日（
10
月
30
日
）

の
夜
、
支
部
会
館
で
「
拡
大

打
ち
上
げ
式
」
を
開
催
。
そ

の
前
に
組
合
加
入
1
年
未
満

の
新
加
入
者
ら
を
対
象
に

「
秋
の
組
合
説
明
会
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
た
キ
ー

ワ
ー
ド
は�
ね
��
り
��
ま
�。

�
ね
�
ば
り
強
く
対
象
者
に

当
た
り
切
る
。
未
加
入
者
の

�
り
�
か
い
を
得
る
た
め
に

対
話
を
重
ね
る
。
�
ま
�
だ

ま
だ
後
継
者
世
代
が
足
り
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
が

ら
。

千
葉
県
は
8
月
、
記
録
的
豪

雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
国
が
災

害
救
助
法
を
適
用
し
た
こ
と

で
、
東
京
土
建
国
保
組
合
は
同

県
の
千
葉
、
市
川
、
船
橋
、
館

山
、
松
戸
、
茂
原
、
佐
倉
、
東

金
、
習
志
野
、
柏
、
市
原
、
八

千
代
、
我
孫
子
、
鎌
ケ
谷
、
四

街
道
、
八
街
、
印
西
、
白
井
、

大
網
白
里
、
白
子
、
長
柄
、
富

里
、
山
武
、
酒
々
井
、
九
十
九

里
の
25
市
町
に
居
住
（
8
月
13

日
現
在
）
し
、
「
半
壊
（
床
上

1
メ
ー
ト
ル
未
満
の
浸
水
）
」

以
上
の
被
害
を
受
け
た
組
合
員

に
最
大
3
カ
月
分
の
保
険
料
を

免
除
し
ま
す
。
申
請
書
（
練
馬

支
部
事
務
所
で
配
布
）に
加
え
、

市
区
町
村
長
発
行
の
罹
災
証
明

書
を
支
部
窓
口
に
提
出
。
申
請

期
限
は
27
年
2
月
28
日
で
す
。

◇

◇

◇

東
京
土
建
は
2
0
2
6
年
熊

本
地
震
で
も
「
実
家
被
害
、
実

・
養
父
母
の
死
亡
」
で
見
舞
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
練
馬
支
部
発
行
『
群
の
仲

間
』
9
月
号
、
ま
た
は
支
部
事

務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

友
人
に
誘

わ
れ
て
富
山

県�
利
賀
村
�

を
訪
ね
た
。

20
年
前
に
周

辺
町
村
と
合

併
、
南
砺
市
の
一
部
と
な
っ

た
が
、
今
で
も
そ
の
村
名
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
4

0
0
人
の
山
あ
い
の
地
は

�
演
劇
の
聖
地
�
と
し
て
知

ら
れ
、
中
で
も
劇
団
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｔ（
ス
コ
ッ
ト
）に
よ
る
祭
典

「
サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
」
は
毎

年
、
国
内
外
の
フ
ァ
ン
で
に

ぎ
わ
う
▼
仕
掛
け
人
は
同
劇

団
の
主
宰
で
演
出
家
の
鈴
木

忠
志
さ
ん（
87
）。
1
9
6
0

年
代
の
小
劇
場
運
動
を
皮
切

り
に
、
そ
の
独
創
性
あ
ふ
れ

る
活
動
は
海
外
で
も
注
目
さ

れ
る
。�
演
劇
界
の
仙
人
�
が

拠
点
を
利
賀
に
移
し
、
今
年

で
ち
ょ
う
ど
50
年
▼
村
内
の

野
外
劇
場
で
仙
人
が
手
掛
け

た
舞
台
「
世
界
の
果
て
か
ら

こ
ん
に
ち
は
Ⅰ
」
を
観
劇
し

た
。
あ
ら
す
じ
に「�
ニ
ッ
ポ

ン
ジ
ン
�
の
心
象
の
歴
史
的

変
遷
」と
書
か
れ
て
い
た
が
、

今
で
も
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ

ん
。
劇
中
に
何
十
発
も
打
ち

上
げ
ら
れ
た
花
火
、�
迫
り
来

る
�山
、照
明
に
引
き
寄
せ
ら

れ
た
虫
、
舞
台
を
食
い
入
る

よ
う
に
見
る
約
7
0
0
人
の

観
客
い
ず
れ
も
が
俳
優
と
共

に
舞
台
上
で
�
踊
ら
さ
れ
て

い
た
�
と
思
え
て
な
ら
な
い

▼
翌
日
、
仙
人
と
問
答
を
繰

り
返
し
た
。な
ぜ
利
賀
で
、こ

れ
か
ら
の
日
本
は
…
。
返
さ

れ
る
た
び
に
�
希
望
�
の
2

文
字
を
込
め
て
い
た
。（
今
）

分会 1／1現勢 9／1現勢 秋の月間目標

北練馬 151 150 5

田柄 283 286 10

練馬 117 114 4

桜台 259 252 9

豊玉 140 134 5

春日 260 252 9

高松 177 171 6

貫井 179 168 6

土支田 285 277 10

南田中 138 133 5

大泉東 135 129 5

学園 250 251 9

西大泉 204 203 7

泉 176 156 6

石神井台 200 197 7

上石神井 160 159 6

旭町光が丘 200 200 7

北事業所 723 737 25

石神井 117 114 4

谷原台 176 175 6

関町 186 187 7

新大泉 95 87 3

早宮 188 178 7

中村 232 227 8

富士見台 208 187 7

新豊玉 136 128 5

北大泉 98 92 3

南事業所 464 471 16

練馬支部全体 5951 5838 209

要
求
実
現
に
向
け
、も
っ
と
も
っ
と
仲
間
を

「仲間づくり・人づくり」後継者発掘に重点「仲間づくり・人づくり」後継者発掘に重点
秋の拡大・支部目標209人秋の拡大・支部目標209人

千葉豪雨被災者の
東京土建国保料免除制度

支
部
出
陣
式
で
拡
大
目
標
達
成
を
祈
願
し
、
だ
る
ま
の
片
目
に

墨
を
入
れ
る
伊
藤
慶
一
郎
執
行
委
員
長
㊨
ら
支
部
役
員
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「公共サービスは、それを担う人材によって支えられてい
ます。公契約条例を制定し、区が発注する契約の労働報酬下
限額を設けるなど、適正な労働条件の確保を通じて、公共サ
ービスの質の向上と地域経済の持続的発展を目指してまいり
ます。制定に向け、外部有識者等による検討組織を設置し、
具体的な検討に着手します。事業者や労働者の皆様をはじめ、
幅広い関係者のご意見を丁寧に伺いながら、練馬区の実情に
即した実効性のある条例となるよう検討を進めてまいりま
す」（練馬区ホームページから）。吉田健一区長は9月3日
の区議会でこう述べました。
練馬支部は初めて「公契約学習会」に取り組んだ2003年以

降、実に四半世紀にわたりこの条例の制定を求めてきました。
13年に首都圏建設産業ユニオン練馬支部と共に練馬建設協議
会を結成。一段とギアを上げました。この間区議会の全会派
と懇談したり、区に建設業の実情を報告したりと働き掛け、
ようやく�悲願�が実りそうです。

「
コ
ウ
ケ
イ
ヤ
ク
ジ
ョ
ウ

レ
イ
」
。
組
合
の
中
で
一
度

は
聞
い
た
り
、
目
に
留
ま
っ

た
り
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、そ
も
そ
も
こ
れ
は
何
か
。

練
馬
支
部
発
行『
群
の
仲
間
』

8
月
号
で
ス
ポ
ー
ツ
に
た
と

え
る
な
ら
「
注
文
を
出
し
た

側
、
受
け
た
側
は
い
ず
れ
も

対
等
な
立
場
で
同
じ
ル
ー
ル

の
下
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
取

り
組
も
う
」
と
解
説
し
て
い

ま
し
た
。
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
が
発
注
す
る
公
共

工
事
、
施
設
の
管
理
・
運
営
、

窓
口
業
務
は
住
民
か
ら
集
め

た
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
発
注
額
は
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
な
ど
を
ベ

ー
ス
に
算
出
。
人
件
費
も
当

然
含
ま
れ
ま
す
が
、
実
際
は

激
し
い
価
格
競
争
の
中
で
こ

の
費
用
が
削
ら
れ
て
お
り
、

「
国
や
自
治
体
が
想
定
し
た

賃
金
を
支
払
わ
れ
て
い
な

い
」
と
深
刻
な
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。も
っ
と
言
え
ば
、

税
金
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

建
設
業
は
長
年
「
重
層
下

請
け
構
造
」
に
よ
り
下
位
業

者
・
一
人
親
方
ま
で
正
当
な

賃
金
・
報
酬
が
行
き
渡
ら
ず
、

中
に
は
各
都
道
府
県
の
最
低

賃
金
す
れ
す
れ
の
状
態
も
。

公
契
約
条
例
は
「
計
算
に
入

れ
た
人
件
費
を
途
中
で
削
ら

ず
、
働
く
人
た
ち
に
適
正
な

賃
金
と
し
て
直
接
支
払
い
ま

し
ょ
う
」
と
義
務
付
け
て
い

ま
す
。

「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ

の
条
例
は
公
共
工
事
だ
け
を

縛
り
、
民
間
に
関
係
が
な
い

の
で
は
」
。
い
や
い
や
、
国

や
自
治
体
が
率
先
し
て
基
準

を
示
す
こ
と
に
よ
り
「
民
間

で
も
同
じ
よ
う
に
賃
金
を
出

さ
な
け
れ
ば
人
が
集
ま
ら
な

い
」
と
�
良
い
競
争
�
が
生

ま
れ
ま
す
。
現
に
、
条
例
制

定
済
み
の
自
治
体
で
民
間
の

工
事
を
請
け
負
っ
た
仲
間
は

「
仕
事
に
見
合
っ
た
賃
金
が

払
わ
れ
た
」
。
地
域
全
体
で

�
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
の

波
�
を
つ
く
れ
ま
す
。

公
契
約
条
例
の
恩
恵
を
受

け
る
の
は
、
建
設
業
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。運
輸
交
通
、

通
信
、
保
健
衛
生
な
ど
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
業
種
は
数
知

れ
ず
。
働
く
人
が

適
正
な
賃
金
を
受

け
取
れ
な
か
っ
た

ら
、
当
然
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
せ

ん
。
い
い
加
減
な
仕
事
を
さ

れ
た
ら
、
そ
の
代
償
を
払
う

の
は
住
民
で
す
。

練
馬
支
部
は
吉
田
区
長
の
公
契
約
条
例
検
討

着
手
表
明
を
受
け
、
伊
藤
慶
一
郎
執
行
委
員
長

が
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
条
例
の
解
説
を
添

え
て
、
現
在
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
コ
ー
ド
）

で
公
開
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
練
馬
区
と
区
議
会
は

「
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
不
当
廉
売
）

受
注
の
防
止
や
、
指
定
管
理

者
の
労
務
環
境
へ
の
取
り
組

み
は
条
例
に
よ
ら
ず
と
も
実

施
し
て
い
る
」
「
労
働
条
件

は
事
業
者
の
責
任
で
整
備
さ

れ
る
べ
き
」
と
の
理
由
で
条

例
の
制
定
に
否
定
的
で
し

た
。潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
、

や
は
り
区
長
の
交
代
で
す
。

26
年
4
月
の
区
長
選
で
区
政

刷
新
を
訴
え
、
公
契
約
条
例

に
前
向
き
の
吉
田
健
一
さ
ん

が
初
当
選
。
こ
の
選
挙
を
巡

っ
て
は
練
馬
支
部
で
も
「
あ

ち
こ
ち
で
疑
問
、
懸
念
…
練

馬
区
政
」
「
現
職
不
出
馬
、

公
契
約
条
例
制
定
の
チ
ャ
ン

ス
」（
い
ず
れ
も
小
紙
か
ら
）

な
ど
と
仲
間
や
家
族
の
間
で

区
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

ま
し
た
。

条
例
づ
く
り
に
意
欲
を
見

せ
る
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
。
こ

の
好
機
を
逃
し
て
は
な
ら
な

い
と
、
来
年
度
の
区
政
の
方

向
を
話
し
合
う
第
三
回
定
例

会（
9
月
3
日
開
会
）の
前
、

区
議
や
区
職
員
を
は
じ
め
、

区
民
に
公
契
約
条
例
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
区

役
所
周
辺
の
早
朝
宣
伝
行
動

（
8
月
26
日
〜
9
月
2
日
）

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
期
間

中
、
分
会
の
仲
間
の
ほ
か
、

東
京
地
方
労
働
組
合
評
議

会
、
全
国
建
設
労
働
組
合
総

連
合
東
京
都
連
合
会
、
東
京

土
建
本
部
、
練
馬
区
労
働
組

合
総
連
合
、
練
馬
区
労
働
組

合
協
議
会
な
ど
か
ら
も
応
援

に
。
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ

の
行
動
が
区
政
を
動
か
し
ま

し
た
。

た
だ
、
吉
田
区
長
の
表
明

は
、
�
ゴ
ー
ル
�
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
検
討
組
織
を
設

置
」
「
幅
広
い
関
係
者
の
ご

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が

ら
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、

こ
れ
か
ら
が
�
ス
タ
ー
ト
�

で
す
。
公
契
約
条
例
を
絵
に

描
い
た
餅
と
せ
ず
、
真
に
そ

の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
は
今
後
検
討
組
織
の
議
論

や
区
、
区
議
会
の
動
向
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
歓
喜
に
酔
い
し
れ
る
の

は
も
う
し
ば
ら
く
待
ち
ま
し

ょ
う
。

練練馬馬区区
公公契契約約条条例例

吉
田
区
長
、議
会
で
正
式
表
明

吉
田
区
長
、議
会
で
正
式
表
明

8～9月の区役所周辺早朝宣伝行動。
伊藤執行委員長㊦はじめ、支部役員も
マイクを握り、条例の必要性を訴えた

一
変
さ
せ
た
の
は
一
人
ひ
と
り
だ

適
正
な
賃
金
支
払
い
を
義
務
付
け

「「検検討討をを進進めめててままいいりりまますす」」

四
半
世
紀
に
わ
た
り
訴
え
続
け

や
っ
と�
ス
タ
ー
ト
�地
点
に

区
議
会
で
所
信
表
明
を
行

う
吉
田
区
長
（
練
馬
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

民
間
だ
け
、建
設
だ
け
で
は
な
い

�運動の原点�公契約条例学習会（2003年）

絵
に
描
い
た
餅
と
し
な
い
た
め
に

大
泉
学
園
駅
前
の
宣
伝
行
動
（
2
0
0
3
年
）
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初
め
て
原
爆
ド
ー
ム
を
間

近
で
見
ま
し
た
。
最
初
に
目が

に
入
っ
た
の
が
81
年
前
の
瓦

れ
き礫

の
山
。
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
惨
状
に
、
原
爆
の
怖
さ

を
感
じ
つ
つ
よ
く
全
て
な
く

な
ら
な
か
っ
た
と
非
常
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
ド
ー
ム
内

を
見
れ
ば
、
十
字
の
補
強
が

ほ
と
ん
ど
に
巡
っ
て
い
ま

す
。こ
の
81
年
の
間
、補
強
工

事
は
た
っ
た
の
5
回
。
改
め

て
日
本
の
技
術
力
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
忘
れ
て
は
い

け
な
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
残
し

て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
大
会
期
間

中
、
分
科
会
な
ど

で
核
兵
器
を
巡
る

情
勢
学
習
会
の
ほ

か
、
平
和
記
念
公

園
と
そ
の
近
く
の

被
爆
地
を
ガ
イ
ド

さ
ん
と
一
緒
に
回

り
ま
し
た
。
原
爆

の
本
当
の
恐
ろ
し

さ
、
被
爆
者
の
一

生
消
え
ぬ
ト
ラ
ウ

マ
…
。
こ
れ
ま
で

の
認
識
が
が
ら
り

と
変
わ
り
ま
し

た
。

毎
年
夏
に
一
国
の
総
理
大

臣
様
が
広
島
の
地
に
降
り
立

ち
ま
す
。
私
も
現
総
理
大
臣

に
少
し
希
望
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
今
ま
で
と
違
い
、
断

固
と
し
て
「
核
兵
器
反
対
の

た
め
頑
張
り
ま
す
」
く
ら
い

は
言
っ
て
い
た
だ
け
る
か
な

と
…
。
こ
れ
ま
で
も
総
理
大

臣
の
あ
い
さ
つ
は
ひ
ど
か
っ

た
で
す
が
、
今
年
は
輪
を
掛

け
て
最
低
で
し
た
。
何
の
た

め
に
毎
年
広
島
、
長
崎
で
世

界
大
会
を
や
っ
て
い
る
の

か
。被

爆
者
は
来
年
8
万
人
台

に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
生
の

声
を
聞
け
る
の
は
本
当
に
あ

と
数
年
。
加
え
て
、
日
本
は

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
な
の

に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
、
署
名
も
し
て
い
な
い
。

日
本
が
も
っ
と
声
を
上
げ
な

け
れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
政
府
に
怒
り
す
ら
覚
え

ま
す
。
現
在
、
核
廃
絶
を
訴

え
る
世
界
の
方
々
の
お
か
げ

で
核
禁
条
約
参
加
国
が
1
0

0
カ
国
に
。
一
刻
も
早
く
日

本
の
参
加
を
強
く
望
み
、
ま

た
世
界
中
で
核
の
怖
さ
に
お

び
え
ず
、
平
和
な
生
活
が
送

れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
ま

す
。一

人
ひ
と
り
の
力
が
徐
々

に
核
廃
絶
の
力
に
な
る
と
信

じ
て
お
り
、
組
合
の
皆
さ
ん

も
署
名
な
ど
が
あ
る
時
は
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「
核
兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

の
非
核
三
原
則
を
�
堅
持
し
つ
つ
�
？
�
堅
持
し
て

い
る
�
？
―
。
2
0
2
6
年
8
月
、
こ
の
表
現
が
物

議
を
醸
し
ま
し
た
。
『
毎
日
新
聞
』
8
月
6
日
付
朝

刊
に
よ
れ
ば
、
高
市
早
苗
首
相
は
原
爆
犠
牲
者
追
悼

式
典
や
記
者
会
見
な
ど
で
「
『
非
核
三
原
則
』
を
『
堅

持
し
て
い
る
』
と
表
明
し
た
も
の
の
、
現
状
の
事
実

関
係
を
説
明
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
」
。
曖
昧
に
し
た

こ
と
で
「
年
末
に
予
定
す
る
国
家
安
全
保
障
戦
略
な

ど
安
保
関
連
3
文
書
の
改
定
に
向
け
て
、
非
核
三
原

則
を
見
直
す
可
能
性
に
含
み
を
残
し
た
と
み
ら
れ

る
」
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。

国
内
外
で
き
な
臭
さ
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
2
0
2
6
年
世
界
大

会
・
広
島
大
会
（
8
月
4
〜
6
日
）
。
東
京
土
建
練

馬
支
部
の
小
松
﨑
和
弘
さ
ん
（
高
松
分
会
）
、
松
尾

浩
道
さ
ん
（
西
大
泉
分
会
）
、
佐
藤
稔
さ
ん
（
書
記

局
）の
3
人
が
練
馬
代
表
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
、�
人

類
最
初
の
被
爆
地
�
の
現
在
、
過
去
、
未
来
に
思
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ

ト
で
多
く
の
こ
と
を
見
て
き

ま
し
た
。
実
際
に
被
爆
者
の

方
の
話
を
聞
い
た
り
、
原
爆

ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館

を
訪
れ
た
り
す
る
と
、
命
の

軽
さ
と
あ
ま
り
の
無
慈
悲
に

体
が
ピ
リ
ピ
リ
し
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
に
討
論
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
防
衛
費
増

額
や
軍
拡
を
推
す
側
の
話
も

ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
が
正
し
い
考
え
な

ら
み
ん
な
が
納
得
で
き
、
誰

も
悲
し
ま
な
い
ハ
ズ
で
す
。

世
界
終
末
時
計
と
い
う
も

の
も
知
り
ま
し
た
。
毎
年
計

算
さ
れ
る
そ
う
で
、
今
年

は
軍
拡
競
争
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
の
影
響
が
考
慮

さ
れ
85
秒
と
最
短
だ
そ
う

で
す
。

一
方
で
、
各
国
が
こ
の

悲
惨
な
事
実
を
忘
れ
な
い

よ
う
、
二
度
と
核
兵
器
が

使
わ
れ
な
い
よ
う
、
小
さ

な
草
の
根
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
若
い
世
代
と

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
か

運
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
長
崎
、
今
年
は

ビ
キ
ニ
デ
ー
・
広
島
と
参

加
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
核
の
正
当
性
を

感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

現
実
に
起
こ
っ
た
こ
の
記

憶
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

の
中
の
出
来
事
に
し
な
い
よ

う
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

私
は
、
書
記
に
な
っ
た
1

9
8
7
年
に
初
め
て
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
・
長
崎
大
会

に
参
加
し
、
そ
の
後
広
島
へ

行
き
た
い
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に

生
ま
れ
た
長
男
は
、
広
島
に

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
8
月
6

日
に
生
ま
れ
、
さ
ら
に
子
ど

も
と
一
緒
に
広
島
に
行
き
た

い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
今
年
、
念
願
が
か
な
い

ま
し
た
（
長
男
の
参
加
は
あ

り
ま
せ
ん
が
）
。

テ
レ
ビ
の
映
像
と
は
違

い
、
原
爆
ド
ー
ム
の
中
の
床

は
上
空
か
ら
の
力
で
全
て
抜

け
落
ち
て
お
り
、
水
を
求
め

た
被
爆
者
が
多
く
集
ま
っ
て

き
た
川
が
す
ぐ
目
の
前
に
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
平

和
記
念
資
料
館
や
爆
心
地
の

近
く
の
本
川
小
学
校
（
当
時

の
校
舎
が
一
部
残
っ
て
い

る
）
な
ど
の
資
料
は
、
こ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

多
く
学
び
、
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
も
の

で
し
た
。

語
り
部
の
話
は
両
親
を
失

っ
た
戦
災
孤
児
の
幼
い
時
の

つ
ら
い
話
で
、
ケ
ガ
だ
け
で

な
く
精
神
的
苦
痛
に
耐
え
な

が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
過

程
は
、
原
爆
の
た
め
に
つ
ら

い
人
生
（
一
生
）
に
な
っ
た

こ
と
に
も
怒
り
を
感
じ
ま
し

た
。最

終
日
に
生
で
聞
い
た
平

和
記
念
式
典
の
高
市
早
苗
首

相
の
あ
い
さ
つ
は
、
何
も
理

解
し
て
い
な
い
し
、
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
気
持
ち
は
全
く
伝
わ
っ
て

き
ま
せ
ん
。

長
引
か
せ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
だ
ま
だ
続
く
平
和

運
動
に
今
後
も
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

原爆投下後の広島市内のジオラマ
（広島平和記念資料館で展示中）

高
市
首
相

高
市
首
相

非
核
三
原
則
の
見
直
し
に
含
み
残
す

人類最初の被爆地 で何を思う�人類最初の被爆地�で何を思う
原水禁世界大会・広島大会の報告原水禁世界大会・広島大会の報告

人
の
力
こ
そ
核
廃
絶
の�
源
泉
�

高
松
分
会

小
松
﨑
和
弘
さ
ん

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
で
は
な
い

西
大
泉
分
会

松
尾

浩
道
さ
ん

会場内で記念写真に納まる後列左から小松﨑さん、
松尾さん、佐藤さん

３９
年
越
し
の�
因
縁
の
地
�広
島

書
記
局

佐
藤

稔
さ
ん

爆
心
地
か
ら
1
6
0
メ
ー

ト
ル
の
原
爆
ド
ー
ム
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■10月日曜集団健診申込受付中
右表の通

り、実施し
ます。今回
から会場ご
とに申込用
紙が異なる
ため、十分
注意してく
ださい。受診希望の医療機関を決めたら、その会場の用紙を分
会・群で受け取り氏名や生年月日、連絡先などを記入。「受診
券の有無」にも必ず丸印を。じん肺や有機溶剤などのオプショ
ン検査希望者はその旨も書き添えてください（検査料は医療機
関によって異なります）。申込用紙は練馬支部事務所のファッ
クス（03―3825―7547）、またはメール（nerima_ap@doken-nj.
jp）に送付。後日受診先から問診票や検査グッズが届きます。
「締め切りは実施日の2週間前」ですが、定員に達したら募集
を打ち切ります。
受診時は資格確認書（または資格情報のお知らせ）の下に付

いている受診券のほか、マスクの着用をお忘れなく。また受付
時間を厳守してください。
一方で、今年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳

の加入者は節目健診（人間ドック）の対象です。これまでにが
んや脳梗塞などの早期発見、治療につながり、一命を取り留め
た仲間も。病魔は年齢に関係なく襲い掛かります。健康状態を
きめ細かくチェックできる節目健診。チャンスがあればぜひ受
けましょう。

■アスベスト被害者掘り起こし集中月間
アスベスト（石綿）は吸い込んだ後、数十年たって肺がんや

中皮腫などを発症し�沈黙の殺人者�と恐れられています。今
月を「専門医受診勧奨の集中月間」と位置付け、これまで健康
診断でアスベスト疾患を疑われた仲間に「専門医に診てもらお
う」と呼び掛けましょう。受診希望者は支部事務所に連絡を。

■どけん共済会のホームページでがん情報発信中
今年はがん対策基本法が成立し、ちょうど

20年。がんは「2人に1人がなる」とされ�国
民病�です。どけん共済会は「がん検診のす
すめ」「がん治療と仕事」などの情報をホー
ムページ（コード）で公開。取り扱い中の「建
設従事者とご家族のためのがん保険」の保険
料の見積もり機能も備えています。

個
人
事
業
所
の
事
業

主
、
個
人
事
業
所
の
従
業

員
（
厚
生
年

金
未
加
入

者
）、一
人
親

方
を
対
象
と

し
て
お
り
、

練
馬
支
部
の

該
当
者
は
1

8
3
人
。
申

告
書
（
既
に

配
布
）
の
ほ

か
、
業
種
確

認
書
類
（
確
定
申
告
書
、

労
災
保
険
加
入
証
明
書
な

ど
）を
求
め
て
い
ま
す
が
、

提
出
者
は
69
人
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す

（
9
月
4
日

現
在
）
。
申

告
書
や
業
種

確
認
書
類
を

至
急
練
馬
支

部
事
務
所

へ
。
書
類
が

そ
ろ
わ
な
け

れ
ば
最
悪
の

場
合
、
来
年

4
月
1
日
付
脱
退
、
再
加

入
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

音
符
を
書
き
入
れ
る
紙

4

お
金
の
こ
と
で
す

7

ス
ッ
ポ
ン
と
比
較
さ
れ

ま
す

8

し
ゃ
れ
た
婦
人
服
な
ど

を
売
る
お
店

10

不
足
を
お
ぎ
な
い
助
け

る
お
金

11

障
子
に
目
、
壁
に
は
？

12

機
を
見
る
に
…
…

13

何
か
が
起
こ
る
こ
と
を

前
も
っ
て
予
測
す
る
こ

と

15

実
力
が
同
じ
く
ら
い

で
、
戦
う
の
に
よ
い
相

手
。
ラ
イ
バ
ル

19

熊
手
は
弁
慶
の
…
…
の

一
つ

20

紙
に
穴
を
開
け
る
道
具

21

ト
マ
ト
は
…
…
科
の
果

菜タ
テ
の
カ
ギ

1

「
ひ
ま
わ
り
」
は
…
…

の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ

る
絵
画

2

結
婚
式
で
悩
む
こ
と
も

3

「
飛
沫
」
っ
て
読
め
ま

す
か
？
飛
び
散
る
水
の

つ
ぶ
で
す

4

兄
弟
や
姉
妹
の
男
の
子

ど
も

5

寅
さ
ん
を
演
じ
た
俳
優

6

物
事
の
組
み
立
て
方

9

…
…
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋

12

ロ
ー
マ
神
話
で
美
と
愛

の
女
神

14

茶
を
そ
そ
ぐ
道
具

15

…
…
み
じ
ん
。
…
…
武

者

16

麺
類
の
一
種

17

機
械
を
使
わ
ず
手
で
こ

ね
て
作
っ
た
う
ど
ん
や

そ
ば

18

物
事
の
結
果
を
心
配
し

て
恐
れ
る
こ
と
。
将
来

を
…
…
す
る

7
月
9
日
号
（
2
8
6
1
号
）
の
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え

サ
ン
ゴ
シ
ョ
ウ
（
サ
ン
ゴ
礁
）

当
選
者

田
柄
分
会

橋
本
修
一
さ
ん

大
泉
東
分
会

早
川
定
道
さ
ん

早
宮
分
会

早
瀨
由
香
里
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

正
解
を
答
え
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ

ー
ド（
5
0
0
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京

土
建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
10
月
26
日
（
月
）
支
部

到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由

に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
小
紙
へ
の
意
見
も
大
歓
迎
。
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「頑張りましょう」
のエールを受けて

建
設
国
保
予
算
要
求
行
動

就
業
実
態
調
査

就
業
実
態
調
査

提出書類を
支部事務所へ

賛
同
議
員
紹
介

賛
同
議
員
紹
介

藤
井
と
も
の
り
都
議

（
立
憲
民
主
党
）

最悪の場合
強制脱退

至急

都
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

健康に勝るものはない


